
山　831−２０14・8・２０（第三種郵便物認可）

■1

第 831 号 平成26年 8 月20日発行（毎月20日発行）
昭和 49 年 8 月 31日　第 三 種 郵 便 物 認 可

2014 年（平成 26 年）

8月号 （ No. 831 ）
公益社団法人
日 本 山 岳 会
The Japanese Alpine Club
　　　　定価１部　150 円

会員の会報購読料は年会費に 
含まれています
URL●http://www.jac.or.jp
e-mail●jac-room@jac.or.jp

▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2、第 ４土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５土曜日‥‥10〜1８時

Ｊ
Ａ
Ｃ
１
１
０
年
の
節
目
に
私
た
ち

女
子
学
生
が
未
踏
峰
に
挑
む
チ
ャ
ン
ス

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
部
で
は
過
去
10
年
の
間
、
４
回

の
未
踏
峰
登
山
に
挑
戦
。
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
２
０
０
４
年
秋
、
和
田
岳

史
隊
長
ほ
か
４
名
が
ネ
パ
ー
ル
、
ム
ス

タ
ン
・
ダ
モ
ダ
ル
山
群
の
未
踏
峰
チ
ブ
・

ヒ
マ
ー
ル
峰
６
６
５
０
ｍ
の
初
登
頂
に

成
功
。06
年
秋
、加
藤
好
美
隊
長
ほ
か
４

名
が
ネ
パ
ー
ル
・
マ
ナ
ス
ル
山
群
の
未

踏
峰
パ
ン
パ
リ
・
ヒ
マ
ー
ル
峰
６
７
７

８
ｍ
の
初
登
頂
に
成
功
。0９
年
、蔵
本
悠

介
隊
長
ほ
か
５
名
が
マ
ナ
ス
ル
山
群
の

未
踏
峰
サ
ム
ド
峰
６
３
３
５
ｍ
の
初
登

頂
に
成
功
。
12
年
秋
、
大
堀
泰
祐
隊
長

ほ
か
４
名
が
イ
ン
ド
・
ザ
ン
ス
カ
ー
ル

の
未
踏
峰
６
１
６
５
ｍ
の
初
登
頂
に
登

頂
、後
に
ク
ト
ゥ
パ
・
カ
ン
リ
と
命
名
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
す
ば
ら
し
い

伝
統
を
継
承
し
、
学
生
部
で
初
め
て
の

試
み
と
な
る
学
生
部
女
子
隊
を
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

目
的
の
山
々
は
、
旧
ム
ス
タ
ン
王
国

の
首
都
ロ
ー
マ
ン
タ
ン
か
ら
北
西
に
広

が
る
中
国
チ
ベ
ッ
ト
と
の
国
境
線
上
に

位
置
し
ま
す
。
マ
ン
セ
イ
ル
峰
６
２
４

２
ｍ
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
山
で
、
国

境
線
上
に
位
置
す
る
政
治
的
な
理
由
で

今
日
ま
で
未
踏
峰
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
地
は
１
９
９
１
年
に
外
国
人
に

解
禁
さ
れ
る
ま
で「
禁
断
の
王
国
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
ネ

パ
ー
ル
が
連
邦
制
に
移
行
し
た
た
め
王

政
は
廃
止
さ
れ
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
県
ム
ス

タ
ン
郡
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
特
別

許
可
を
取
得
し
な
い
と
入
域
で
き
な
い

規
則
に
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
ネ
パ
ー
ル
に
残
さ
れ
た
数
少
な

い
静
か
で
生
き
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
も

触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
上
部
の
ル
ー
ト
工
作
や
荷

上
げ
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
部
の
伝
統

を
継
承
し
、
す
べ
て
自
分
た
ち
の
力
だ

け
で
、
3
つ
の
未
踏
峰
の
縦
走
登
山
を

目
指
し
ま
す
。
私
た
ち
４
名
は
未
熟
な

隊
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
謙
虚
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
か
う
こ
と
と
し
ま
す
。

安
全
面
で
は
私
た
ち
が
登
山
技
術
を

学
ぶ
国
立
登
山
研
修
所
の
講
師
で
も
あ

り
、
日
本
の
登
山
界
を
牽
引
す
る
谷
口

け
い
さ
ん
が
顧
問
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

過
去
、
こ
の
山
域
で
先
輩
方
が
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
越
え
る
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
を
目
撃
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
気
象

予
報
士
の
猪
熊
隆
之
さ
ん
の
協
力
も
得

て
、
私
た
ち
も
ぜ
ひ
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
た
ち

と
一
緒
に
全
力
を
尽
く
し
て
ム
ス
タ
ン

の
頂
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
登
山
計
画
】

〈
隊
の
名
称
〉
日
本
山
岳
会
学
生
部
女

子
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
２
０
１
４

〈
主
催
〉
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
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〈
日
本
山
岳
会
１
１
０
周
年
記
念
事
業
〉

学
生
部
女
子
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
２
０
１
４

出
発
間
際
の
学
生
部
女
子
に
よ
る
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
。
登
山
の
様
子
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

隊
長　

井
上
由
樹
子
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学
生
部

〈
目
的
〉
学
生
部
の
海
外
登
山
経
験
を

継
承
し
、
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏

峰
登
山
を
実
践
。
各
学
生
が
学
術
テ
ー

マ
を
持
ち
、
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
で

登
山
の
理
解
を
深
め
る
。

〈
目
的
の
山
〉
マ
ン
セ
イ
ル
峰
６
２
４

２
ｍ　

マ
ン
セ
イ
ル
南
峰
６
２
５
１
ｍ

ム
ス
タ
ン
ヒ
マ
ー
ル
峰
６
１
９
５
ｍ

〈
期
間
〉
1４
年
９
／
５
（
金
）
～
10
／
13

（
月
）3９
日
間〈
行
動
日
程
〉８
／
５
日
本

（
空
路
）カ
ト
マ
ン
ズ
９
／
９
カ
ト
マ
ン

ズ（
空
路
）
ポ
カ
ラ
９
／
10
ポ
カ
ラ
（
空

路
）
ジ
ョ
ム
ソ
ン（
徒
歩
）
カ
グ
ベ
ニ
９

／
11
～（
徒
歩
）チ
ュ
レ
、サ
マ
ル
、ギ
リ

ン
、
ツ
ァ
ラ
ン
、
ロ
ー
マ
ン
タ
ン
９
／

1７
～（
徒
歩
）ニ
ャ
ム
ド
、
４
６
２
２
ｍ

カ
ル
カ
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
５
１
３
４

ｍ
９
／
22
～
登
山
活
動
開
始
マ
ン
セ
イ

ル
、
マ
ン
セ
イ
ル
南
、
ム
ス
タ
ン
ヒ
マ

ー
ル
を
縦
走
10
／
2
～（
徒
歩
・
車
）ジ

ョ
ム
ソ
ン
ま
で
復
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
10
／

９
ジ
ョ
ム
ソ
ン（
空
路
）ポ
カ
ラ
10
／
10

ポ
カ
ラ（
空
路
）カ
ト
マ
ン
ズ
10
／
12
カ

ト
マ
ン
ズ（
空
路
）10
／
13
日
本
着

〈
隊
員
〉
Ｌ
井
上
由
樹
子
2４
歳
武
蔵
野

大
学
４
年
、
長
谷
川
恵
理
22
歳
創
価

大
学
４
年
、
中
村
眞
理
子
22
歳
筑
波

大
学
４
年
、
三
島
夏
帆
21
歳
弘
前
大

学
3
年
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

谷
口
け
い

４2
歳
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ー
ダ
ー
ほ

か
2
人

〈
予
算
〉収
入　

個
人
負
担
金
1
２
０
万

円　

助
成
金
3
０
０
万
円　

寄
付
金
５

０
０
万
円　

合
計
９
２
０
万
円　

支
出

国
内
４
６
０
万
円　

国
外
４
６
０
万
円

合
計
９
２
０
万
円

【
壮
行
会
の
ご
案
内
】

日
は
迫
っ
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
2７

日（
水
）19
時
か
ら
壮
行
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
皆
様
に
は
お
忙
し
い
か
と
は

存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き

た
く
、
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
員
へ
の
激
励

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

記

1
・
日
時
：
８
月
2７
日（
水
）1９
時
～
21

時（
1８
時
30
分
開
場
）

2
・
会
費
：
一
般
５
０
０
０
円
、
学
生

２
０
０
０
円

3
・
場
所
：
武
蔵
野
大
学‥

有
明
キ
ャ
ン

パ
ス
3
号
館
１
階

学
生
ホ
ー
ル

４
・
交
通
：
り
ん
か
い
線
・
国
際
展
示

場
駅
・
徒
歩
７
分
、
ゆ
り
か
も
め
・

国
際
展
示
場
正
門
駅
・
徒
歩
６
分

５
・
申
込
：jacmustang2014@

gmail.com

メ
ー
ル
で
件
名
に「
壮
行
会
申
込
」と

記
入
し
て
お
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
寄
付
の
ご
案
内
】

１
１
０
周
年
記
念
事
業
本
体
の
募
金

活
動
は
追
っ
て
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
来
秋
に
は
学
生
部
男
子
隊
も
ネ

パ
ー
ル
遠
征
を
計
画
中
で
す
。
2
年
連

続
し
て
学
生
部
遠
征
隊
を
派
遣
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
遠
征
資
金
の
一
部

支
援
を
皆
様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
学

生
部
2
隊
合
わ
せ
て
１
０
０
０
万
円
を

募
金
額
の
目
標
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
寄
付
の
送
金
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

振
込
取
扱
票（
赤
色
）に
て
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会

は
税
額
控
除
対
象
の
公
益
法
人
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
個
人
の
確
定
申

告
で
所
得
税
等
が
減
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
法
人
で
は
税
額
控
除
ま
た
は
寄
附

金
控
除
の
適
応
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
税
額
控
除
手
続
き
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
会

員
番
号
を
必
ず
ご
記
入
の
上
、
一
口
５

０
０
０
円
以
上
、
一
口
以
上
の
ご
寄
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。詳
細
は「
寄
付

の
ご
案
内
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
１
０
０
万
円
以
上
の

ご
寄
付
を
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
記
号
：
０
０
１
８
０　
４　
７
６
４

７
０
７

加
入
者
名
：
日
本
山
岳
会
寄
付
口
座

通
信
欄
：
日
本
山
岳
会
学
生
部
登
山
隊

※
ご
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
会
員

番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
問
い
合
わ
せ
先
：

「
１
１
０
周
年
記
念
事
業
学
生
部
女
子

ム
ス
タ
ン
登
山
隊
２
０
１
４
」
事
務
局

〒
１
０
２　
０
０
８
１　

東
京
都
千
代

田
区
四
番
町
５　
４　

公
益
社
団
法
人

日
本
山
岳
会
内　

０
３　
３
２
６
１　
４
４
３
３

０
３　
３
２
６
１　
４
４
４
１

gokifum
ustang@

everest.jp
F
B
http://goo.gl/3Z

4kw
5

登
山
隊
事
務
局
担
当
：
古
野
淳

０
９
０　
４
１
７
１　
８
８
４
８

ローマンタンよりムスタンヒマールを望む
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２
０
１
４
年
５
月
13
日
～
16
日
、
立

山
の
国
立
登
山
研
修
所
講
師
研
修
会

（
春
山)‥

に
韓
国
国
立
公
園
生
態
探
訪

研
修
院
・
金
哲
洙
院
長
は
じ
め
韓
国
か

ら
研
修
班
６
名
を
お
迎
え
し
て
交
流
研

修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
事
業
は
10
年
か
ら
始
ま
り
、

相
互
に
行
き
来
し
て
研
修
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
登
山
研
修
所
内

で
開
催
し
た
講
師
研
修
会
へ
の
参
加
で

し
た
が
、
今
回
は
５
月
の
剱
岳
で
春
山

の
講
師
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、Ｊ
Ａ
Ｃ
に「
雪
山
登
山
と
通

訳
が
で
き
る
人
」と
い
う
照
会
が
あ
り
、

日
中
韓
学
生
合
同
登
山
交
流
会
で
支
援

し
て
い
る
私
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
本
部
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
念
の
た
め
公

式
な
セ
レ
モ
ニ
ー
の
挨
拶
は
事
前
に
原

稿
を
い
た
だ
く
こ
と
で
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
。

４
月
の
旅
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
事
故
の

影
響
を
受
け
て
一
時
は
中
止
も
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
日
本
で
砂
防
を
学
ば
れ

た
金
女
史（
農
学
博
士
）が
同
行
さ
れ
た

こ
と
で
、
金
哲
洙
院
長
の
ご
挨
拶
を
通

訳
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。講

師
研
修
会
へ
の
参
加
者
は
富
山
・

長
野
・
岐
阜
県
警
の
救
助
隊
、
山
岳
ガ

イ
ド
、
さ
ら
に
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
受
賞

の
横
山
勝
丘
氏
も
お
ら
れ
、
日
本
や
世

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
で
す
。

初
日
は
研
修
所
内
で
座
学
、
2
日
目

は
剱
沢
前
進
基
地
付
近
で
雪
上
確
保
技

術
の
実
技
研
修
、
3
日
目
の
ア
タ
ッ
ク

の
と
き
に
ち
ょ
う
ど
晴
れ
て
平
蔵
谷
か

ら
剱
岳
を
登
頂
し
ま
し
た
。
講
師
陣
は

一
般
登
山
者
が
3
日
で
行
く
行
程
を
1‥

日
で
行
動
で
き
る
ほ
ど
の
体
力
が
あ
り

ま
す
の
で
、
私
は
つ
い
て
行
く
の
に
必

死
で
し
た
。
韓
国
研
修
班
は
体
調
不
良

で
登
頂
を
断
念
し
た
隊
員
も
出
ま
し
た

が
、
残
雪
の
剱
岳
を
登
頂
で
き
、
皆
で

喜
び
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
渡
邉
雄
二
所

長
か
ら
韓
国
研
修
班
に
「
韓
国
の
登
山

者
が
日
本
で
登
山
を
す
る
に
あ
た
り
、

遭
難
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
日
本
人
ガ

イ
ド
を
頼
む
考
え
は
あ
り
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
が
あ
り
、
そ
の
場
で
は
明
確

な
回
答
が
な
く
、私
か
ら「
費
用
的
に
難

し
い
の
で
は
」と
補
足
し
ま
し
た
。

翌
夜
交
流
し
て
い
る
と
き
に
韓
国
研

修
班
か
ら
「
日
本
人
ガ
イ
ド
を
頼
む
場

合
の
費
用
と
連
絡
先
を
教
え
て
欲
し

い
」と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。通
常
12
名

で‥

1
団
体
と
し
、
チ
ケ
ッ
ト
・
宿
泊
・

保
険
料
す
べ
て
の
費
用
を
人
数
で
割
り
、

ツ
ア
ー
代
が
１
６
０
万
ウ
ォ
ン
／
人
く

ら
い
と
の
こ
と
。
参
加
講
師
に
日
本
山

岳
ガ
イ
ド
協
会
認
定
の
立
山
ガ
イ
ド
協

会
メ
ン
バ
ー
が
い
た
の
で
ご
紹
介
し

「
日
本
人
ガ
イ
ド
を
頼
め
ば
1
日
3
～

４
万
ウ
ォ
ン
／
人
く
ら
い
の
ア
ッ
プ
に

な
る
」と
話
し
た
と
こ
ろ
、頼
み
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
長
野
県
警
の
隊
員

は
昨
年
、
中
央
ア
ル
プ
ス
で
起
き
た
韓

国
人
の
遭
難
事
故
で
４
名
の
遺
体
収
容

を
行
な
い
、
そ
れ
を
聞
い
た
韓
国
研
修

班
か
ら
は
丁
重
な
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
の
経
験
か
ら
日
本
人
ガ

イ
ド
依
頼
の
話
も
出
て
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
こ
う
し
た
交
流
で
遭

難
防
止
と
と
も
に
安
全
で
楽
し
い
日
本

の
登
山
技
術
の
伝
達
も
で
き
る
も
の
と

歓
迎
し
ま
す
。

韓
国
研
修
班
の
方
々
は
、
日
本
特
有

の
残
雪
が
多
い
雪
山
で
の
安
全
確
保
に

剱岳頂上‥(2998m)に立つ

K
orean R

eport

韓
国
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
交
流
研
修
会

通
訳
と
し
て
の
参
加
報
告

東
海
支
部

村
越
稔

中央左渡邉所長、その右金院長と韓国研修班



山　831−２０14・8・２０（第三種郵便物認可）

■4

つ
い
て
の
研
修
を
行
な
い
、
ま
た
剱
岳

と
い
う
日
本
で
も
大
変
す
ば
ら
し
く
厳

し
い
山
に
登
頂
で
き
た
こ
と
で
満
足
感
、

達
成
感
を
得
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
本
側
メ
ン
バ
ー
に
も
簡
単
な
韓
国
語

を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
今
後
相
互
に
協

力
し
、
登
山
事
故
防
止
と
安
全
教
育
に

役
立
つ
す
ば
ら
し
い
研
修
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
も
大
変
勉
強
に
な
り
、

良
い
交
流
が
で
き
て
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

６
月
の
総
会
資
料
で
現
状
の
組
織
図

を
提
示
し
た
（
会
報
の
７
月
号
に
も
掲

載
）。
総
会
で
の
質
問
に
対
す
る
回
答

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
日
本
山

岳
会
を
取
り
巻
く
状
況
に
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
、組
織
の
一
部
を
見
直
し
、そ

の
案
が
７
月
度
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
内
容
を
以
下
に
報
告
す
る
。

新
た
な
日
本
山
岳
会
組
織
図
に
沿
っ

て
、
今
ま
で
の
組
織
と
の
変
更
点
を
述

べ
る
。

①
支
部
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
支
部
名
が
明
示
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
点
を
改
め
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
内
で

の
各
支
部
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
た
。

②
今
ま
で
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
）
や
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）

と
い
う
期
間
限
定
的
な
組
織
だ
っ
た
も

の
の
中
で
、
今
後
継
続
的
に
事
業
を
展

開
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
常
設
委
員

会
に
改
め
た
。
い
ず
れ
も
支
部
事
業
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
「
支
部
連

携
部
門
」と
い
う
枠
組
み
と
し
た
。1
つ

は
、支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ
を「
支
部
事
業
委

員
会
」と
し
、支
部
で
行
な
う
事
業
を
引

き
続
き
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
と
し
た
。

2
つ
目
は
、「
山
の
日
」制
定
Ｐ
Ｔ
を

「『
山
の
日
﹄事
業
委
員
会
」と
し
た
。
こ

れ
は
、「
山
の
日
」が
す
で
に
再
来
年
か

ら
祝
日
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
Ｐ
Ｔ

と
し
て
は
役
割
を
終
え
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運
動
を
展

開
し
て
い
く
か
を
検
討
し
、
実
践
し
て

い
く
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

組
織
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
次
第
で

あ
る
。

3
つ
目
は
、「
家
族
登
山
」普
及
Ｗ
Ｇ

を「『
家
族
登
山
﹄普
及
委
員
会
」と
し
た
。

こ
こ
2
年
間
、
国
か
ら
の
助
成
金
を
得

Inform
ation

Ｊ
Ａ
Ｃ
組
織
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

会
長　

森
武
昭

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
※
2

特命部門

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
※
1

集

会

委

員

会

事業部門

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

医

療

委

員

会

科

学

委

員

会

自
然
保
護
委
員
会

遭
難
対
策
委
員
会

海

外

委

員

会

J
A
N
編
集
委
員
会

文化部門

会
報
編
集
委
員
会

山
岳
編
集
委
員
会

資
料
映
像
委
員
会

管理部門

図

書

委

員

会

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会

財

務

委

員

会

公
益
法
人
運
営
委
員
会

総

務

委

員

会

YOUTH CLUB

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

YOUTH 部門

学
生
部

青
年
部

「
家
族
登
山
」
普
及
委
員
会

支部連携部門

「
山
の
日
」
事
業
委
員
会

支
部
事
業
委
員
会

公益社団法人 日本山岳会　組織図

総　　　会

監　事

事務局

理　事　会

常　務　理　事　会

常

務

理

事

副

会

長

会

長

評議員

※ 1　110 周年記念事業実行委員会
会員増強・財政基盤検討プロジェクトチーム
収益事業・会員サービスプロジェクトチーム

※ 2　ルーム検討ワーキンググループ
国土地理院対応ワーキンググループ
マッキンリーワーキンググループ
会員データ管理システムワーキンググループ

諮問・助言

北 海 道 支 部
青　森　支　部
岩　手　支　部
宮　城　支　部
秋　田　支　部
山　形　支　部
福　島　支　部
茨　城　支　部
栃　木　支　部
群　馬　支　部
埼　玉　支　部
千　葉　支　部
東 京 多 摩 支 部
越　後　支　部
富　山　支　部
石　川　支　部
福　井　支　部
山　梨　支　部
信　濃　支　部
岐　阜　支　部
静　岡　支　部
東　海　支　部
京都・滋賀支部
関　西　支　部
山　陰　支　部
広　島　支　部
四　国　支　部
福　岡　支　部
北 九 州 支 部
熊　本　支　部
東 九 州 支 部
宮　崎　支　部

森づくり連絡協議会
高尾の森づくりの会

平成 26年 7月 9日現在

同 好 会
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て
支
部
の
協
力
の
下
に
立
派
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
内
容
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
こ
れ

を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
は
、
中
長
期
的
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
活
動
に

寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
考
え
た
。

③
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
、
支
部
事

業
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
中
核
と
な
る
組
織

で
あ
る
た
め
、
事
業
部
門
か
ら
独
立
さ

せ
て
、
そ
の
重
要
性
を
明
確
に
し
た
。

④
会
員
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
管
理
シ
ス

テ
ム
は
、
ソ
フ
ト
の
更
新
時
期
に
合
わ

せ
て
、
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
や
す
い

も
の
に
改
め
る
べ
く
、
こ
こ
数
年
試
行

し
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
い
よ
い
よ

作
業
を
本
格
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

新
た
に
Ｗ
Ｇ
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

担
当
理
事
に
は
、
こ
の
方
面
に
精
通
し

て
い
る
山
田
和
人
理
事
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
た
。

以
上
が
変
更
点
で
あ
る
が
、
審
議
過

程
で
は
、
広
報
委
員
会
の
必
要
性
や
高

尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
位
置
付
け
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
検
討
し
た

が
、
最
終
結
論
に
至
ら
ず
、
今
後
の
課

題
と
な
っ
た
。

今
回
の
組
織
改
正
を
踏
ま
え
て
、
日

本
山
岳
会
の
各
事
業
が
今
ま
で
以
上
に

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

日
本
山
岳
会
へ
の
寄
付
金
お
よ
び
助

成
金
は
年
々
増
加
し
て
、
平
成
25
年
度

は
、
２
７
４
９
万
円
と
な
っ
て
収
入
全

体
の
26
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
個
人
と
団

体
は
３
０
０
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
平

成
25
年
９
月
に
は
、
日
本
山
岳
会
は
税

額
控
除
法
人
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
ま
で

全
国
の
公
益
社
団
法
人
３
８
５
０
の
内
、

税
額
控
除
法
人
の
認
定
を
受
け
た
法
人

は
、
わ
ず
か
１
７
９
法
人
で
す
。

会
員
の
皆
様
、ま
た
個
人
の
方
の
日

本
山
岳
会
へ
の
寄
付
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄

付
金
額
の
約
40
％
相
当
の
税
額
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
日
本
山
岳
会
へ

の
寄
付
の
方
法
お
よ
び
税
法
の
メ
リ
ッ

ト
の
ご
案
内
の
た
め
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

は
、
平
成
26
年
６
月
の
総
会
資
料
に
同

封
し
て
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。会

員
の
皆
様
、
ま
た
外
部
の
個
人
・

団
体
等
か
ら
日
本
山
岳
会
が
受
け
入
れ

た
寄
付
金
お
よ
び
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

毎
月
、
理
事
会
に
報
告
し
て
お
り
、
毎

年
度
の
事
業
報
告
書
に
要
約
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
会
員
の
皆
様
に
受
入
状
況
を
知
っ
て

Inform
ation

寄
付
金
お
よ
び
助
成
金
な
ど
の

受
入
に
つ
い
て

寄付金および助成金などの受入報告‥ 平成26年7月9日

受入日 寄付者 金額（円） 寄付の目的、その他
平成26年‥
6 月 6 日 首都圏会員・理事 20,000‥埼玉支部ネパール・チュルー遠征隊へ
平成26年‥
7 月 1 日発表

公益社団法人‥
国土緑化推進機構 1,100,000‥東海支部猿投の森の整備事業

平成26年‥
7 月 1 日発表

公益社団法人‥
国土緑化推進機構 590,000‥三宅島復興支援/‥緑化再生プロジェクト

平成26年‥
7 月 2 日

首都圏会員・‥
評議員 100,000‥寄付口座へ受入

い
た
だ
け
る
よ
う
、
理
事
会
報
告
を
要

約
し
て「
山
」７
月
号
か
ら
掲
載
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
秋
か
ら
、
ご
寄
付
さ
れ
た

方
が
公
表
を
望
ま
な
い
場
合
を
除
い
て
、

ご
寄
付
さ
れ
た
方
の
お
名
前
を「
山
」お

よ
び
年
度
の
事
業
報
告
書
等
に
掲
載
し

て
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

す
。日

本
山
岳
会
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費

収
入
だ
け
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
日
本
山
岳
会
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
寄
付
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。‥

（
財
務
担
当
理
事　

吉
川
正
幸
）
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ス
ト
エ
イ
ド
は
登
山
技
術
の
一
部
で

す
」と
題
し
、都
市
部
と
は
大
き
く
条
件

の
異
な
っ
た
山
岳
・
野
外
で
求
め
ら
れ

る
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
技
術
を
紹
介
し
、

適
切
な
応
急
処
置
を
行
な
う
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
術
・
実
践
に
よ
り
、
遭

難
現
場
か
ら
病
院（
医
療
機
関
）ま
で
の

連
携
し
た
処
置
活
動
の
重
要
性
を
訴
え

た
。
臼
杵
尚
志
・
山
岳
診
療
委
員
会
委

員
長
は
、
国
内
20
ヵ
所
の
山
岳
診
療
所

か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

山
岳
診
療
所
が
抱
え
る
問
題
点
や
担
う

役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
岳
診
療
所

で
行
な
わ
れ
る
診
療
活
動
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
研
究
活
動
や
教
育
活
動
と
い

っ
た
社
会
貢
献
の
重
要
性
に
も
言
及
し

た
。
問
題
点
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
資
金

第
34
回
の
一
般
社
団
法
人
日
本
登
山

医
学
会
学
術
集
会
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
山
岳
会
の
後
援
を
受
け
て
、
２
０

１
４
年
5
月
31
日（
土
）・
6
月
1
日

（
日
）の
2
日
、
豊
島
区
に
あ
る
自
由
学

園
明
日
館（
東
京
都
豊
島
区
）で
夏
井
正

明
大
会
長（
自
由
学
園
）の
下
で
行
な
わ

れ
た
。
ラ
イ
ト
氏
の
設
計
に
な
る
明
日

館
は
重
要
文
化
財
で
、
都
心
と
は
思
え

な
い
緑
豊
か
な
環
境
に
た
た
ず
ん
で
い

た
。大

会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
は
「
登
山

者
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
～
ビ
ギ
ナ

ー
か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
ま
で
～
」

を
掲
げ
、
日
本
登
山
医
学
会
が
登
山
に

関
わ
る
人
々
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
か
を
論
じ
た
。
折
し
も
5

月
23
日
に
参
議
院
で「
山
の
日
」を
祝
日

と
し
て
制
定
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た

直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
祝
日
制
定

の
趣
旨「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
を
改
め
て
認
識

す
る
機
会
と
な
っ
た
。
両
日
と
も
晴
天

に
恵
ま
れ
、
約
２
５
０
人
の
大
会
参
加

者
に
よ
り
盛
大
な
学
術
集
会
と
な
っ
た
。

の
不
足
を
指
摘
し
、
山
岳
診
療
所
間
で

の
情
報
の
共
有
や
日
本
登
山
医
学
会
に

求
め
ら
れ
る
対
応
指
針
な
ど
を
提
言
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
で
は
「
登
山
者
の

安
全
を
支
え
る
」と
題
し
て
、登
山
者
に

直
接
関
わ
り
の
あ
る
領
域
か
ら
の
発
表

が
行
な
わ
れ
た
。
衣
料
の
面
か
ら
川
田

慎
二
氏
（
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
・
ザ
ノ
ー

ス
フ
ェ
イ
ス
）
が
、「
衣
」
を
複
数
の
重

ね
着
を
前
提
と
し
た
編
成
を
選
択
肢
に
、

個
人
の
違
い
や
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
安
全
な
山
行
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

衣
料
素
材
や
組
み
合
わ
せ
の
解
説
を
行

な
っ
た
。
山
行
ツ
ア
ー
か
ら
黒
川
惠
氏

（
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
）が
、

高
所
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
旅
行

者（
登
山
者
）の
安
全
を
支
え
る
役
割
を
、

40
年
に
わ
た
る
経
験
か
ら
多
く
の
事
例

を
示
し
て
解
説
し
た
。
ツ
ア
ー
登
山
運

行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
を
説
き
、
実

際
の
ツ
ア
ー
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対

処
法
を
挙
げ
、
最
後
に「
山
の
安
全
は
、

祈
る
こ
と
で
は
守
れ
な
い
。」と
締
め
く

く
っ
た
。
地
図
・
出
版
の
立
場
か
ら
、萩

原
浩
司（
山
と
溪
谷
社
）が
、
山
岳
遭
難

の
実
態
と
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て

述
べ
た
。山
岳
専
門
誌
で
あ
る『
山
と
溪

谷
﹄の
取
り
組
み
を
示
し
、２
０
０
４
年

大
会
初
日
、
ま
ず
夏
井
大
会
長
が
長

年
に
わ
た
る
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動
か
ら
、

「
ネ
パ
ー
ル
の
飲
料
水
事
情
～
ロ
ー
カ

ル
＆
ビ
ジ
タ
ー
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

蛇
口
か
ら
水
が
出
て
く
る
場
所
は
世
界

中
に
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
飲
料
水
が
出

て
く
る
場
所（
し
か
も
国
内
ど
こ
で
も
）

は
、
日
本
を
は
じ
め
わ
ず
か
し
か
な
い

こ
と
か
ら
、途
上
国
で
購
入
す
る「
飲
料

用
の
水
」に
つ
い
て
、現
地
の
飲
料
水
製

造
工
場
の
紹
介
を
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
で
は
「
日
本
登
山

医
学
会
が
担
う
役
割
」を
基
に
、3
つ
の

委
員
会
の
委
員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員

会
が
登
山
医
学
の
領
域
で
担
っ
て
い
る

役
割
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
上
小
牧
憲

寛
・
山
岳
認
定
医
委
員
会
委
員
長
は
、

日
本
登
山
医
学
会
山
岳
医
の
訓
練
の
様

子
を
示
し
、
山
に
関
す
る
超
高
級
な
技

術
水
準
は
必
要
と
し
な
い
も
の
の
、
山

中
の
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
も
自
己
管

理
の
で
き
る
サ
バ
イ
バ
ル
技
術
は
求
め

ら
れ
る
と
し
、
そ
の
知
識
の
範
囲
も
示

し
た
。
大
城
和
恵
・
山
岳
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド
委
員
会
委
員
長
は
、「
フ
ァ
ー

M
edical R

eport

第
34
回
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般
社
団
法
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日
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登
山
医
学
会
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術
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開
催
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れ
る

　

自
由
学
園
最
高
学
部　

専
任
講
師　

夏
井
正
明

盛会だった登山医学会学術集会
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2
月
号
で
初
め
て
山
岳
遭
難
を
特
集
と

し
て
掲
載
し
た
経
緯
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

編
集
の
工
夫
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、

安
全
登
山
へ
の
啓
蒙
活
動
な
ど
を
紹
介

し
た
。
同
時
に
山
岳
専
門
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
情
報
発
信
の
限
界
と
今
後
の
課
題

に
も
触
れ
、
初
心
者
に
は
肝
心
な
情
報

を
伝
え
き
れ
な
い
状
況
を
述
べ
た
。
最

後
に
栄
養
の
面
か
ら
、石
田
良
恵
氏（
日

本
ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
）
が
、

「
山
で
役
立
つ
栄
養
学
」と
題
し
て
山
で

必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
効
率
良
く
必
要
量
を
確
保

す
る
か
、
登
山
の
開
始
前
か
ら
登
山
途

中
、
そ
し
て
下
山
後
の
体
力（
疲
労
）回

復
の
サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
栄
養
素

に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
加
え
て
解
説
し
た
。

総
会
で
は
、
浜
口
欣
一
氏
と
山
本
良

三
氏
に
功
労
賞
が
、
奨
励
賞
に
は
野
口

邦
和
氏
に
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
記

念
講
演
で
は
大
城
和
恵
氏
が
、「
80
歳

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
支
え
た
挑
戦
～
リ

ス
ク
を
い
か
に
減
ら
す
か
～
」
と
題
し

た
講
演
を
行
な
い
、
多
く
の
持
病
を
抱

え
る
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
減

ら
し
、
成
功
へ
と
導
い
た
か
を
解
説
し

た
。「
で
き
る
こ
と
、起
こ
り
得
る
こ
と

を
予
測
し
、遠
征
前
か
ら
一
つ
ず
つ
、具

体
的
な
対
応
を
積
み
重
ね
た
こ
と
に
よ

り
、
登
頂
に
結
び
つ
い
た
。」と
結
ん
だ
。

一
般
演
題
発
表
は
７
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
か
れ
、
全
部
で
29
の
口
頭
発
表
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
で
活
発
な
討

論
が
な
さ
れ
た
。カ
テ
ゴ
リ
ー
は「
山
岳

診
療
・
学
校
登
山
、
高
所
生
理
Ⅰ
・
Ⅱ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
体
力
、
登
山
に
お
け

るS
ecurity

、
低
温
・
水
分
、
高
山
病
」

と
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
発

表
者
に
院
生
な
ど
若
い
研
究
者
が
多
か

っ
た
こ
と
も
、
今
後
の
登
山
医
学
会
の

発
展
に
希
望
が
膨
ら
ん
だ
。

学
術
集
会
の
最
後
に
は
中
島
道
郎
顧

問
か
ら
、「
大
会
宣
言
」
が
な
さ
れ
た
。

「
世
界
中
の
登
山
者
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
た
め
に
、
我
々
の
持
っ
て
い
る

登
山
医
学
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
拡
げ
て
い
こ

Inform
ation

会
報「
山
」へ
の
投
稿
に
つ
い
て

重要文化財の明日館建物正面

う
。」と
い
う
、
今
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
包
含
す
る
宣
言
で
あ
っ
た
。

学
術
集
会
に
引
き
続
き
豊
島
区
の
後

援
を
得
て
、野
口
い
づ
み
氏
に
よ
り「
安

全
な
登
山
の
た
め
に
～
山
の
病
気
と
ケ

ガ
～
」
と
題
す
る
市
民
公
開
講
座
が
行

な
わ
れ
た
。
と
し
ま
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
し
て
の
講
座
で
あ

り
、
多
く
の
一
般
来
場
者
に
と
っ
て
登

山
の
安
全
に
関
わ
る
知
識
普
及
に
資
す

る
講
演
で
あ
っ
た
。

会
員
の
皆
様
か
ら
本
紙「
山
」へ
投
稿
・

寄
稿
い
た
だ
く
場
合
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
報
は
全
会
員
の
も
の
で
あ
り
、
ま

た
会
員
の
方
々
か
ら
の
投
稿
な
く
し
て

は
出
来
上
が
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
多
く
の

投
稿
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
東
西
南
北

エ
ッ
セ
イ
や
俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど

ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
１
点
に

つ
き
１
０
０
０
字
程
度
。

○
活
動
報
告

各
委
員
会
、
同
行
会
の
方
々
か
ら
活

動
の
報
告
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

○
支
部
だ
よ
り

全
国
各
地
の
支
部
か
ら
の
活
動
報
告

や
近
況
を
載
せ
ま
す
。

○
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

各
委
員
会
、
同
行
会
、
支
部
な
ど
の

行
事
告
知
、
参
加
者
募
集
な
ど
。
既
掲

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
則
っ
て
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り

毎
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
も
の
に
つ

い
て
、
翌
月
号
以
降
の
掲
載
を
検
討
・

調
整
し
ま
す
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
掲

載
時
期
は
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
が
、

募
集
な
ど
締
め
切
り
日
の
あ
る
も
の
は

早
め
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
投
稿
先

jac-kaiho@
jac.or.jp　

ま
た
は
事
務
局
へ
郵
送
。
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と
も
夫
人
と
長
女
の
ま
り
さ
ん
が
週
に

2
回
会
い
に
行
か
れ
、
温
か
い
看
護
の

下
、
い
つ
も
顔
色
も
良
く
に
こ
や
か
で
、

14
年
５
月
12
日
午
前
3
時
、
静
か
に
天

寿
を
全
う
さ
れ
た
。

長
男
の
一
彦
さ
ん
も
物
理
学
者
で
、

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
の
名
誉
教
授
で

あ
ら
れ
た
が
、
父
君
御
逝
去
の
際
に
は
、

イ
タ
リ
ア
の
４
０
０
０
米
級
の
山
に
登

っ
て
お
ら
れ
、
下
山
後
直
ぐ
帰
国
さ
れ

た
の
で
、
先
輩
も
大
い
に
満
足
だ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

木
下
先
輩
は
山
や
ス
キ
ー
が
大
好
き

で
、
当
会
で
も
十
分
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を

堪
能
さ
れ
た
が
、
同
時
に
応
用
物
理
学

者
と
し
て
の
本
領
も
存
分
に
発
揮
し
、

悔
い
の
な
い
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

１
９
５
９
年
以
来
、
若
き
気
鋭
の
物

理
学
者「
ロ
ゲ
ル
ギ
ス
ト
」の
一
員
と
し

て
、25
年
間『
自
然
﹄に
連
載
さ
れ
た『
物

理
の
散
歩
道
﹄は
、
寺
田
、
中
谷
以
来
の

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
科
学
随
筆
と
し

て
、
我
々
と
し
て
も
評
価
し
た
い
名
著

で
あ
っ
た
。

一
方
中
公
新
書
の『
ス
キ
ー
の
科
学
﹄

は
、
山
ス
キ
ー
の
理
論
に
留
ま
り
、
技

術
面
の
記
述
は
完
全
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

当
会
で
は
加
藤
泰
安
、
初
見
一
雄
は

じ
め
西
堀
さ
ん
や
松
方
さ
ん
と
も
よ
く

交
流
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
本
質
を
維

持
す
る
上
で
の
功
績
は
大
き
か
っ
た
。

私
ど
も
理
科
生
は
、
国
産
の
カ
メ
ラ

や
計
器
は
優
秀
で
喜
ん
で
使
っ
て
い
る

が
、
い
つ
も
仕
様
書
の
説
明
が
判
り
に

く
く
て
悩
ん
で
い
た
。
81
年
に
出
版
さ

れ
た
中
公
新
書
の
『
理
科
系
の
作
文
技

術
﹄
は
理
科
生
の
日
本
語
力
を
根
本
的

に
改
良
す
べ
し
と
い
う
内
容
で
、
誠
に

時
宜
を
得
た
良
書
で
あ
っ
た
。

晶
文
堂
で
出
版
さ
れ
た『
山
・
ひ
と
・

ス
キ
ー
﹄
3
巻
は
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
登
山
の
本
質
や
怖
さ
、
遭
難
防
止
法

ま
で
説
か
れ
、
当
会
に
と
っ
て
も
有
用

な
図
書
と
い
え
る
。

ゆ
き
む
し
の
会
員
は
、
沢
登
り
や
厳

し
い
山
に
は
余
り
出
か
け
な
か
っ
た
が
、

鹿
沢
温
泉
に
黒
田
正
夫
夫
妻
や
麻
生
武

治
氏
ら
も
交
え
て
出
か
け
、
シ
ー
ル
を

着
け
て
籠
ノ
登
山
に
登
っ
た
と
き
、
先

輩
は
会
員
に
美
味
な
チ
ー
ズ
や
ウ
イ
ス

キ
ー
を
ふ
る
ま
っ
て
、
座
を
盛
り
上
げ

た
り
し
て
い
た
。

こ
の
た
び
の
御
逝
去
は
誠
に
残
念
だ

が
、
そ
の
影
響
は
必
ず
や
、
当
会
は
じ

め
物
理
の
分
野
や
一
般
社
会
に
も
伝
え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を

期
待
し
つ
つ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
。

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼

木下是雄（きのした・これお）
会員No.2563
1917年

1935年
1938年
1940年

1941年

1947年 3月1日
1955年

1956年

1960-65年
1971年
1981年
1996年12月
2008年
2014年5月12日未明

父益雄医博、母篤子の長男として東
京に生まれる（5人兄弟）
旧制第一高等学校に入学、旅行部に入部
東京帝国大学理学部物理学科に入学
東大スキー山岳部の谷川岳一ノ倉沢遭
難の捜索に参加、その縁で同部に入部
名古屋大学物理学教室に勤務、1949年助
教授の時、学習院大学理学部教授となる。
日本山岳会入会（紹介者は不明）
鹿島槍天狗尾根遭難を期に、学習院
山岳部（ＧＡＣ）部長
米国南極観測ウェッデル隊にオブ
ザーバーとして米国出張
日本山岳会理事　
GAC積雪期早月尾根遭難を期に部長辞任
学習院大学学長、応用物理学会会長
日本山岳会名誉会員
認知症発症
天寿全う

木
下
是
雄
先
輩
を
偲
ぶ中

村
純
二

旧
制
一
高
旅
行
部
に
は
縦
の
会
と
称

す
る
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
り
、
６
～
10
年
単
位

の
年
代
別
会
に
分
か
れ
て
、
毎
年
、
家

族
共
々
会
合
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。

木
下
先
輩
は
、「
ゆ
き
む
し
会
」に
属

し
、
仲
間
に
大
内
力
、
高
橋
詢
、
明
神

の
Ｓ
状
ル
ン
ゼ
を
登
っ
た
野
沢
豊
吉
な

ど
が
い
た
。
晩
年
は
ゆ
き
む
し
総
会
の

合
間
に
も
、
と
き
ど
き
仲
間
の
家
を
会

場
に
集
ま
っ
て
い
た
。
私
も
定
年
後
は

妻
と
共
に
ゆ
き
む
し
の
末
席
に
加
わ
り
、

外
国
の
旅
の
話
を
し
た
り
、
木
下
家
で

ブ
ー
タ
ン
や
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
ゆ
き
む
し

ツ
ア
ー
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
貰
っ
た

り
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
８
年
の
総
会
の
席

で
、
私
が
先
輩
の
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て

質
問
し
た
際
、
同
じ
答
え
が
二
度
も
三

度
も
繰
返
さ
れ
、
一
同
少
し
お
か
し
く

感
じ
た
。
そ
の
後
、
認
知
症
と
判
明
し

た
が
、
ほ
か
の
病
気
も
な
く
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
ら
れ
て
か
ら
は
、
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ら
献
身
的
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆

に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、そ
の
こ
ろ「
市
ヶ
谷
駅
か
ら

ル
ー
ム
へ
行
く
の
も
辛
い
状
態
だ
」
と

珍
し
く
弱
音
を
吐
く
ほ
ど
に
、
彼
の
身

体
は
病
魔
に
冒
さ
れ
て
い
た
。
几
帳
面

な
彼
は
、
名
古
屋
ま
で
出
向
き
、
尾
上

会
長
に「
副
会
長
職
を
辞
し
た
い
」と
申

し
出
た
と
聞
き
、
藤
本
さ
ん
の
真
骨
頂

を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

彼
の
辞
任
と
入
れ
替
え
で
、
私
は
常

務
理
事
を
2
年
務
め
、
さ
ら
に
13
年
６

月
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て

会
長
職
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、

「
お
前
の
就
任
挨
拶
だ
け
は
聞
き
た
い
」

と
言
っ
て
、
病
院
か
ら
奥
様
と
御
嬢
様

に
付
き
添
わ
れ
て
会
場
に
来
ら
れ
、
総

会
・
理
事
会
が
終
わ
る
ま
で
の
か
な
り

長
い
時
間
を
待
っ
て
い
た
だ
い
た
。
懇

親
会
で
の
私
の
就
任
挨
拶
を
立
っ
た
ま

ま
で
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
彼
の
姿
は
今

で
も
瞼
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
一
部
始

終
を
見
て
い
た
あ
る
女
性
会
員
に
、

「
こ
れ
が
男
の
友
情
で
す
ね
。す
ば
ら
し

い
光
景
に
出
会
っ
て
涙
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
、私
も
涙

ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。
昨
年
12
月
の
晩
餐
会
に
も
病
身

を
押
し
て
出
席
さ
れ
、
私
に
谷
垣
会
員

（
山
の
日
制
定
協
議
会
会
長
）を
紹
介
す

る
な
ど
の
気
配
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

病
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
彼
は
人
生

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
父
君
を
追
慕
す
る
か
の
よ
う
に
、

「
河
口
慧
海
を
支
え
た
財
界
人
と
そ
の

時
代
」
を
昨
年
の
『
山
岳
﹄（
第
１
０
８

年
号
）に
投
稿
さ
れ
た
。そ
の
反
響
を
会

報
13
年
11
月
号
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

関
係
者
か
ら
の
高
評
を
大
変
喜
ん
で
お

ら
れ
た
が
、
本
人
も
言
っ
て
い
た
よ
う

に
、
本
当
に
遺
稿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
藤
本
さ
ん
は
多
才
で
あ

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
上
高
地
山

岳
研
究
所
の
ミ
ニ
水
力
発
電
小
屋
入
り

口
に
飾
っ
て
あ
る
木
彫
り
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ

ー
ク
は
彼
の
作
で
あ
る
。
ま
た
、
陶
芸

に
も
造
詣
が
深
く
、
彼
に
と
っ
て
思
い

出
の
多
い
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
陶
板
画

を
拙
宅
に
も
飾
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

最
後
に
、私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、私

の
息
子
が
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
僧
階
を
持
つ
彼
に
読
経
を

あ
げ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
落
胆
し

て
い
た
私
た
ち
家
族
を
親
身
に
な
っ
て

励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
思
い
出

が
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
恩

義
に
感
謝
し
つ
つ
、
冥
福
を
祈
る
の
み

で
あ
る
。‥

合
掌
。

藤本慶光（ふじもと・けいこう）
会員No.12660
1936年9月

1943年5月
1956年4月
1960年3月

1963年
1984年・1994年
1997年10月

2014年6月8日

高野山真言宗別格本山遍照光
院57世住職の長男として出生
僧階を得る
東京大学入学　スキー山岳部入部
東京大学経済学部卒　
旭化成工業株式会社入社　
繊維関係の仕事に従事し、その
後、2002年まで関連会社の社長
などを歴任
バルトロカンリ峰（7312ｍ）初登頂
マッターホルン登頂
日本山岳会入会　その後、理事、
常務理事、評議員、副会長を歴任
永眠　享年77

藤
本
慶
光
元
副
会
長
を
偲
ん
で

日
本
山
岳
会
会
長　

森
武
昭

藤
本
さ
ん
は
、
東
大
の
ス
キ
ー
山
岳

部
で
活
躍
さ
れ
た
が
、
当
会
へ
の
入
会

は
遅
く
、１
９
９
７
年
10
月
で
あ
る
。入

会
直
後
か
ら
、
そ
の
類
ま
れ
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
事
務
能
力
を
発
揮
し
、
２

０
０
１
年
５
月
か
ら
理
事
（
科
学
委
員

会
担
当
）、
03
年
５
月
か
ら
常
務
理
事

（
総
務
担
当
）を
務
め
ら
れ
た
。
そ
の
間

に
Ｊ
Ａ
Ｃ
１
０
０
周
年
事
業
と
し
て
企

画
し
た
中
央
分
水
嶺
踏
査
で
は
、
本
部

事
務
局
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
。
時
に
は
意
見
の
違
い
で
お
互
い
に

大
声
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
の

す
ば
ら
し
い
人
間
性
の
お
陰
で
、
直
ぐ

に
関
係
修
復
し
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
親

密
な
お
付
き
合
い
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
09
年
５
月
に
請
わ
れ
て
副

会
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
当
時
問
題
を

抱
え
て
い
た
自
然
保
護
委
員
会
と
高
尾

の
森
づ
く
り
の
会
の
間
を
調
整
す
る
な

ど
、
大
活
躍
さ
れ
た
。
一
方
、
議
論
が

始
ま
っ
た
法
人
化
問
題
で
は
、
一
貫
し

て
「
ク
ラ
ブ
イ
ズ
ム
を
理
念
と
す
る
Ｊ

Ａ
Ｃ
は
行
政
か
ら
距
離
を
置
く
べ
き
で
、

一
般
法
人
を
選
択
す
べ
き
だ
」
と
の
論

陣
を
張
っ
た
。
そ
の
論
理
的
組
み
立
て

と
舌
鋒
鋭
い
語
り
に
は
、
公
益
法
人
を

指
向
し
て
い
た
尾
上
昇
会
長（
当
時
）も

本
当
に
困
り
果
て
て
い
た
。し
か
し
、理

事
会
・
総
会
で
公
益
法
人
を
選
択
す
る

こ
と
が
決
ま
る
と
、
そ
れ
に
伴
う
定
款

や
細
則
の
改
正
な
ど
の
作
業
は
積
極
的

に
推
進
し
て
い
た
。
特
に
、
彼
は
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
若
返
り
が
必
要
と
の
主
張
を
繰
返

し
、
理
事
就
任
時
に
年
齢
制
限
を
設
け

る
道
筋
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
、「
山
の

日
」制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、当
初
か
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会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

昨
春
か
ら
全
国
各
支
部
の
全
面
的
な

ご
協
力
を
得
て
進
行
し
て
き
ま
し
た
新

版『
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
﹄（
日

本
山
岳
会
編
・
山
と
溪
谷
社
刊
）
全
3

巻
が
完
成
し
ま
し
た
。

各
支
部
に
は
、
1
年
間
と
い
う
短
い

取
材
・
執
筆
期
間
の
な
か
で
大
変
な
ご

努
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
に
は
ご
面
倒
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
予
定
よ
り
2
ヶ
月
遅
れ

と
な
り
ま
し
た
が
、
お
陰
さ
ま
で
先
ご

ろ
全
3
巻
、
そ
ろ
っ
て
発
刊
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
７
月
下
旬
に
は
全
国

書
店
の
店
頭
に
並
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
方
も
ぜ
ひ
お
手
に
取
ら
れ

て
、
ご
購
入
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
概
要
】

日
本
山
岳
会
編　

新
版
『
日
本
三
百
名

山
登
山
ガ
イ
ド
﹄
山
と
溪
谷
社
刊

㊤
北
海
道
／
東
北
／
関
東　

北
海
道
＝

利
尻
山
な
ど
26
山　

東
北
＝
八
甲
田
山

な
ど
40
山　

関
東
＝
八
溝
山
な
ど
34
山

㊥
甲
信
越
／
北
・
中
央
ア
ル
プ
ス　

甲

信
越
＝
金
北
山
な
ど
52
山

北
・
中
央

ア
ル
プ
ス
＝
朝
日
岳
な
ど
45
山

㊦
南
ア
ル
プ
ス
／
東
海
・
北
陸
／
近
畿

／
中
国
・
四
国
／
九
州　

南
ア
ル
プ
ス

＝
鋸
岳
な
ど
19
山　

東
海
・
北
陸
＝
天

城
山
な
ど
25
山　

近
畿
＝
伊
吹
山
な
ど

20
山　

中
国
・
四
国
＝
扇
ノ
山
な
ど
17

山　

九
州
＝
英
彦
山
な
ど
22
山　

頁
数
＝
各
巻
フ
ル
カ
ラ
ー
２
０
０

～
２
２
４
頁　

定
価
＝
各
巻
２
３
０
０

円
＋
税

【
購
入
方
法
】

日
本
山
岳
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
山

と
溪
谷
社
の
ご
厚
意
に
よ
り
割
引
販
売

が
あ
り
ま
す（
定
価
の
25
％
引
き
）。
ご

注
文
に
は｢

専
用
注
文
書｣

が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
山
と
溪
谷
社
営
業
部

の
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
日
本
山
岳
会

員
専
用
注
文
書
を
ご
請
求
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
５
２
１
３
６
０
９
５

（
収
益
事
業
・
会
員
サ
ー
ビ
ス

Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
／
節
田
重
節
）

私
の
大
切
な
想
い
出

佐
藤
久
一
朗
さ
ん
の
こ
と

芳
野
菊
子

私
は
日
本
山
岳
会
の
略
称
Ｊ
Ａ
Ｃ
を

図
案
化
し
た
会
章
が
大
好
き
で
す
。
入

会
以
来
会
章
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
ザ
ッ
ク
に
付

け
た
り
、
会
章
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
シ

ャ
ツ
や
ベ
ス
ト
を
愛
用
し
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
が
こ
の
マ
ー
ク
を
愛
用
し

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
会
員
で
あ

っ
た
佐
藤
久
一
朗
さ
ん（
１
９
８
４
没
）

の
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
に
は
偉
大
な
先
輩
が
多

く
、
す
ば
ら
し
い
山
歴
を
持
ち
、
会
の

み
な
ら
ず
登
山
界
へ
の
大
き
な
貢
献
に

よ
っ
て
、
名
誉
会
員
の
称
号
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
そ
の
一
人

で
す
が
、
佐
藤
さ
ん
ほ
ど
日
本
山
岳
会

だ
け
で
は
な
く
、
登
山
界
に
広
く
貢
献

し
、
業
績
が
愛
さ
れ
て
い
る
会
員
は
ほ

か
に
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
日
本
山
岳
会
の
会
章
の
デ
ザ
イ
ン

を
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
佐
藤
さ
ん
の

業
績
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

佐
藤
久
一
朗
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
た

の
は
入
会
し
て
間
も
な
く
、
上
高
地
の

山
開
き
で
も
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
参

加
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
レ
リ
ー
フ
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
と
き
で

す
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
レ
リ
ー
フ
の
製
作

者
は
、
小
槍
や
屏
風
岩
の
初
登
攀
者
で

も
あ
る
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
で
、
最
初
に

作
ら
れ
た
の
は
１
９
３
２
年
、
そ
の
後

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
現
在
の
レ
リ
ー
フ

は
3
作
目
で
、
４７
年
に
梓
川
右
岸
の
今

の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。そ

の
後
５７
年
に
金
峰
山
の
麓
・
金
山

平
に
、
木
暮
理
太
郎
翁
の
レ
リ
ー
フ
に

新
版『
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
』全
３
巻
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た

新版『日本三百名山登山ガイド』

アイデアマンだった佐藤久一朗さん
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添
え
る
松
方
三
郎
会
長
の
碑
文
を
設
置

す
る
た
め
に
、
深
田
久
弥
さ
ん
た
ち
に

同
行
し
た
と
き
、
こ
の
レ
リ
ー
フ
の
製

作
者
も
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
山
岳
会
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る

小
島
烏
水
や
芦
屋
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

に
あ
る
藤
木
九
三
の
レ
リ
ー
フ
も
作
ら

れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
（
小
島
烏
水

の
レ
リ
ー
フ
は
昨
年
山
岳
会
か
ら
烏
水

の
郷
里
高
松
市
に
寄
託
さ
れ
、
峰
山
公

園
の
顕
彰
碑
に
移
設
）。

そ
れ
以
来
し
ば
ら
く
佐
藤
久
一
朗
さ

ん
は
彫
刻
家
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

全
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
変
な
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
、
マ
ナ
ス

ル
登
山
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
用
に
布
製
ゴ

ム
底
の
軽
登
山
靴
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
の
陰
の
功
労
者
で
す
。

後
に「
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
」と
し
て

製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
軽
登
山

靴
の
草
分
け
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の

人
が
こ
の
靴
に
助
け
ら
れ
て
、
登
山
に

親
し
ん
だ
か
を
思
え
ば
、
そ
の
功
績
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
と
思
い
ま
す
。

あ
る
と
き
ち
ょ
っ
と
し
た
小
物
を
思

い
つ
き
、
山
岳
会
の
大
先
輩
に
話
し
た

と
こ
ろ
「
そ
う
い
う
の
は
佐
藤
久
さ
ん

に
相
談
す
る
と
い
い
よ
。
あ
な
た
の
こ

と
を
話
し
て
お
い
て
あ
げ
る
か
ら
訪
ね

て
ご
ら
ん
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。佐
藤
さ

ん
に
は
ル
ー
ム
で
お
目
に
か
か
っ
た
こ

と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
気
さ
く
な

方
で
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

直
接
お
話
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
佐
藤
さ
ん
と
直
接
話
せ
る
機
会

を
逸
し
て
は
と
、
下
手
な
図
面
を
持
っ

て
、
山
晴
社
の
事
務
所
に
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
図
面
を
見
て
、
こ

う
い
う
の
も
考
え
ら
れ
る
し
、
あ
あ
い

う
の
も
い
い
。
メ
モ
用
紙
に
次
々
と
手

早
く
図
面
を
描
か
れ
る
の
を
息
を
呑
ん

で
見
守
り
ま
し
た
。
た
っ
た
一
つ
の
思

い
つ
き
を
後
生
大
事
に
持
っ
て
き
た
の

が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
い
い
と

も
悪
い
と
も
仰
ら
ず
「
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
絞
っ
て
い
く
と
い
い

ね
」と
一
言
。事
務
所
の
中
は
雑
然
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
佐
藤
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
の
宝
庫
で
し
た
。

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
20
周
年
の
記
念
に

作
っ
た
旗
は
そ
の
真
ん
中
に
、
木
村
さ

ん
の
製
作
に
な
る
記
念
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

は
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
に
ち
な
ん
だ
梅
皿

の
真
ん
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会

章
が
あ
り
ま
す
。
私
に
は
会
章
自
体
が

佐
藤
さ
ん
の
温
顔
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
山

を
愛
す
る
人
々
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た

方
で
し
た
。

高
頭
仁
兵
衛
と
『
日
本
山
嶽

志
』に
つ
い
て

　

小
集
会
で
増
補
改
訂
版
未
完
成

の
経
緯
を
語
る　

高
頭
仁
兵
衛
の
話
は
、
５
月
31
日
に

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開
か
れ
た
有

志
歓
談
会
で
披
露
し
た
も
の
で
、「
高

頭
が『
日
本
山
嶽
志
﹄の
増
補
改
訂
版
が

未
完
成
に
終
わ
っ
た
経
緯
を
、
山
岳
会

の
小
集
会
で
講
演
し
た
」
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る
。

筆
者
が
高
頭
仁
兵
衛
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
二
つ
あ
る
。

『
日
本
山
嶽
志
﹄の
著
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
、ド
イ
ツ
文
学
者
・
池
内
紀
の『
二

列
目
の
人
生
﹄を
読
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

二
列
目
の
人
生
と
は
、
著
者
に
よ
れ

ば
「
第
一
人
者
と
同
等
の
実
力
を
持
ち

な
が
ら
悠
然
と
二
番
目
の
人
生
を
送
っ

た
人
た
ち
で
、著
者
が
敬
愛
す
る
宝
物
」

と
し
て
10
人
ほ
ど
を
取
り
上
げ
、
本
会

に
関
係
す
る
人
物
と
し
て
、「
小
島
烏

水

高
頭
仁
兵
衛
」と「
今
西
錦
司　

中

尾
佐
助
」を
紹
介
し
て
い
る
。

１
９
０
５
年
の
山
岳
会
設
立
に
当
た

っ
て
、
一
番
の
心
配
は
財
政
面
で
あ
っ

た
が
、高
頭
が
年
千
円
、10
年
間
で
1
万

円
の
援
助
を
申
し
出
た
。
剛
毅
な
話
で

あ
る
。実
は
、そ
の
援
助
が
18
年
間
続
い
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た
こ
と
が『
日
本
山
岳
会
百
年
史
﹄に
よ

っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

『
二
列
目
の
人
生
﹄で
は
、
高
頭
を「
越

後
で
は
中
程
度
の
豪
農
で
あ
っ
た
が
、

社
会
に
貢
献
は
す
る
が
名
誉
職
に
は
就

か
な
い
。山
岳
会
で
も
3４
（
昭
和
９
）
年

か
ら
会
長
に
就
任
す
る
が
、
二
年
で
や

め
て
、
木
暮
理
太
郎
に
後
を
託
し
て
い

る
」
と
紹
介
。『
日
本
山
嶽
志
﹄
の
原
稿

は
「
和
紙
に
毛
筆
で
書
い
た
和
綴
じ
の

量
が
大
八
車
二
台
分
」
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、資
料
や
情
報
の
少
な
い
当
時
、20

代
の
青
年
が
膨
大
な
量
の
原
稿
を
書
き

上
げ
た
事
実
に
驚
嘆
す
る
。

高
頭
が
33（
昭
和
８
）年
11
月
2
日
の

小
集
会
で
語
っ
た
「
日
本
山
嶽
志
に
つ

い
て
」は
白
眉
で
あ
る
。こ
の
小
集
会
は

長
老
７
人
が
揃
い
踏
み
で
、
各
15
分
講

演
す
る
と
い
う
豪
華
な
集
会
で
あ
っ
た
。

演
者
は
小
島
烏
水
、
武
田
久
吉
、
田
部

重
治
、高
頭
仁
兵
衛
、木
暮
理
太
郎
、高

野
鷹
蔵
、
藤
島
敏
男
で
、
参
加
者
は
会

員
87
人
、会
員
外
32
人
だ
っ
た
。講
演
内

容
は
会
報
30
号
、
31
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、詳
し
く
は
そ
れ
に
譲
り
、高

頭
の『
日
本
山
嶽
志
﹄に
つ
い
て
の
み
要

旨
を
紹
介
す
る
。

「
21
歳
で
太
郎
坊
か
ら
富
士
山
、
22
歳

で
八
海
山
に
登
っ
た
が
、
母
か
ら
登
山

を
厳
禁
さ
れ
た
た
め
、
地
理
書
を
漁
り

山
岳
の
記
事
を
集
め
た
。
か
な
り
の
分

量
に
な
っ
た
の
で
出
版
し
た
い
と
思
い
、

志
賀
重
昻
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

先
生
は
小
島
さ
ん
の「
白
峰
紀
行
」（
雑

誌『
太
陽
﹄）を
示
さ
れ
た
。／
私
は
当
時

本
郷
西
片
町
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
空

橋
の
下
の
文
庫
社
を
訪
ね
、
小
島
さ
ん

の
横
浜
西
戸
部
の
住
所
を
き
き
、
伺
っ

て
出
版
を
お
願
い
し
た
。
私
が
一
～
二

年
早
く
小
島
さ
ん
に
会
っ
て
い
た
ら
、

も
う
少
し
よ
い
本
が
出
来
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
」

次
に
本
題
の
山
嶽
志
の
増
補
改
訂
版

の
話
が
続
く
が
、
有
志
閑
談
会
で
の
筆

者
の
話
に
は
若
干
の
誤
り
が
あ
っ
た
。

高
頭
は
日
本
ア
ル
プ
ス
の
案
内
記
と
山

嶽
志
の
増
補
改
訂
版
の
両
方
が
実
現
し

な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「
震
災
の
年
（
大
正
十
二
年
）
の
五
月
、

辻
村
伊
助
さ
ん
が
自
分
た
ち
も
手
伝
う

か
ら
山
嶽
志
を
増
補
改
訂
し
て
は
如
何

か
と
の
話
が
あ
り
、
私
が
二
、
三
の
見

本
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
分
か
れ
、
見

本
を
作
れ
ぬ
う
ち
に
大
震
災
で
辻
村
さ

ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。／
大
正

初
め
の
こ
と
、
山
岳
会
幹
部
で
日
本
ア

ル
プ
ス
の
案
内
記
を
作
ろ
う
と
し
て
、

私
が
取
り
纏
め
役
に
な
っ
た
が
、
予
定

の
日
ま
で
に
手
元
に
来
た
の
は
南
ア
ル

プ
ス
の
総
論
を
受
け
持
っ
た
高
野
さ
ん

の
玉
稿
だ
け
で
、小
島
兄
は
米
国
に
、武

田
さ
ん
も
東
京
を
離
れ
、
結
局
お
流
れ

に
な
っ
た
。／
つ
い
二
、三
年
前
に
も
冠

さ
ん
か
ら
山
嶽
志
増
訂
の
話
が
あ
り
、

小
島
さ
ん
、
武
田
さ
ん
、
木
暮
さ
ん
は

じ
め
皆
さ
ん
の
ご
援
助
を
賜
り
、
余
暇

を
得
て
執
筆
し
て
み
た
い
。」

講
演
で
は
増
補
に
意
欲
を
見
せ
て
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
高
頭
に
よ
る
山
嶽

志
の
増
補
改
訂
版
は
出
な
か
っ
た
。

（
関
塚
貞
亨
）

集
会
委
員
会

北
極
圏
の
最
高
峰
を
登
る

6
月
25
日
〜
7
月
6
日

成
田
を
発
っ
て
、
そ
の
日
の
内
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
北
極
圏
最
大
の
町
ト
ロ
ム
ソ

へ
着
い
た
。
白
夜
な
の
で
、
機
上
か
ら

眼
下
の
様
子
が
よ
く
見
え
る
。
大
地
が

残
雪
の
縞
模
様
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
雪

な
の
だ
。
翌
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
入
る

と
、
悪
い
予
感
が
当
た
っ
て
い
た
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
最
高
峰
ハ
ル
テ
イ
（
１
３

２
８
ｍ
）
に
は
ま
と
も
な
登
山
道
が
な

く
、
異
常
降
雪
の
た
め
入
山
不
能
。
よ

っ
て
、里
に
近
い
岩
山
の
サ
ー
ナ（
１
０

２
９
ｍ
で
1５
番
目
く
ら
い
）
に
変
更
し

て
、
全
員
が
登
り
、
平
坦
な
ラ
ッ
プ
ラ

ン
ド
の
光
景
を
ま
ず
楽
し
ん
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
最
高
峰
で
あ
る
ケ

ブ
ネ
カ
イ
セ（
２
１
１
４
ｍ
）は
、
氷
河

を
横
断
し
雪
稜
よ
り
東
面
の
２
０
０
ｍ

の
岩
壁
（
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
あ
り
）
の
上
部
を
ハ
ー
ネ
ス
着
用

で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
、
頂
上
台

地
に
抜
け
た
。
さ
ら
に
稜
線
を
た
ど
り
、

南
、
北
面
と
も
数
百
ｍ
切
り
立
っ
た
雪

の
鋭
い
ピ
ー
ク
に
立
っ
た
。
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
半
島
の
北
極
圏
最
高
峰
で
も
あ

高頭仁兵衛　本郷西片町の日
本山岳会最初の事務所前で

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。
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っ
て
快
適
に
登
れ
た
。
尻
セ
ー
ド
の
雪

渓
も
軟
ら
か
く
危
険
は
な
い
。
ノ
ル
ウ

ェ
ー
沿
岸
の
広
い
意
味
で
の
北
極
海
に

は
メ
キ
シ
コ
暖
流
が
流
れ
て
冬
も
凍
結

は
せ
ず
、
温
暖
な
気
候
と
か
。
そ
し
て
、

こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
白
夜
つ
ま
り
夜
が
な

い
の
で
放
射
冷
却
が
な
く
、山
中
で
、明

る
い
だ
け
で
は
な
く
、
凍
結
す
る
よ
う

な
冷
え
込
み
の
な
い
白
夜
を
実
感
で
き

た
。
北
極
圏
の
旅
ゆ
え
に
、
帰
国
直
前

の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
以
外
は
毎
日
が
白

夜
だ
っ
た
。

北
欧
3
国
の
面
積
は
日
本
の
約
3
倍
。

各
国
よ
り
1
ヶ
所
選
ん
で
、
つ
ま
り
日

本
の
3
倍
の
広
さ
の
中
か
ら
3
ヶ
所
を

厳
選
し
た
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
も
の
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
最
高
峰
の
分
は
ほ
か
で
埋

め
合
わ
せ
た
が
、
北
極
圏
最
高
峰
は
思

い
の
ほ
か
ス
マ
ー
ト
に
楽
し
め
た
。
そ

し
て
、
下
山
し
て
小
屋
に
着
い
た
と
た

ん
に
大
粒
の
雨
、
こ
れ
が
翌
日
ま
で
続

い
た
。
全
行
程
で
の
雨
は
こ
の
と
き
だ

け
だ
っ
た
。
幸
運
の
旅
だ
っ
た
と
言
え

よ
う
。‥

（
早
川
滉
）

り
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
と
氷
食
地
形
の
フ

ィ
ヨ
ル
ド
の
山
々
の
展
望
が
楽
し
め
た
。

小
屋
よ
り
１
４
０
０
ｍ
の
標
高
差
を
11

時
間
で
往
復
。
下
り
の
下
半
分
は
ル
ー

ト
を
替
え
て
雪
渓
の
尻
セ
ー
ド
で
滑
り

降
り
、
頂
上
よ
り
４
時
間
で
小
屋
に
着

い
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
は
ガ
イ
ド
登
山
の
醍
醐
味
で
あ
ろ

う
。参
加
1５
人
中
７
人
が
登
頂
し
た
。ほ

か
に
3
人
が
ヘ
リ
で
登
頂
（
１
９
６
６

年
脇
坂
順
一
久
留
米
大
教
授
〈
Ｊ
Ａ
Ｃ

会
員
〉
が
日
本
人
で
初
め
て
と
い
わ
れ

て
い
る
）。

な
お
、
ハ
ル
テ
イ
の
位
置
は
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
半
島
北
部
中
央
の
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
3
国
の
国
境
交
差
地
帯
で
、
ケ
ブ
ネ

カ
イ
セ
は
そ
の
す
ぐ
南
隣
に
な
る
。

海
洋
ア
ル
プ
ス
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
西
方

の
ロ
フ
ォ
ー
テ
ン
諸
島
、
氷
食
の
結
果

１
０
０
０
ｍ
級
の
岩
峰
が
見
渡
す
限
り

に
広
が
る
景
色
だ
っ
た
。
昔
の
郵
便
船

同
様
に
、
今
は
沿
岸
急
行
船
ク
ル
ー
ズ

で
フ
ィ
ヨ
ル
ド
や
狭
い
海
峡
を
抜
け
る
。

出
発
直
前
に
ア
イ
ゼ
ン
携
行
不
要
の

連
絡
を
受
け
た
。
北
極
圏
最
高
峰
で
？

と
も
思
っ
た
し
、
ハ
ー
ネ
ス
着
用
の
説

明
を
受
け
て
、
同
様
の
疑
問
が
あ
っ
た

が
、
行
っ
て
見
る
と
岩
壁
の
岩
場
に
残

雪
が
あ
っ
て
も
氷
結
し
て
お
ら
ず
、
よ

東
京
多
摩
、
埼
玉
、
山
梨
支
部

第
３
回
３
支
部
交
流
会

東
京
多
摩
、埼
玉
、山
梨
の
3
支
部
は

第
3
回
目
交
流
会
を
６
月
７
日
、
８
日

に
山
梨
県
鳴
沢
村（
富
士
緑
の
休
暇
村
）

で
開
催
し
た
。
生
憎
の
豪
雨
と
い
う
悪

天
候
で
高
速
道
路
が
あ
ち
こ
ち
で
通
行

止
め
に
な
る
な
ど
で
、
遠
方
か
ら
の
埼

玉
支
部
の
皆
さ
ん
は
講
演
会
に
間
に
合

わ
ず
、
懇
親
会
途
中
か
ら
の
参
加
と
な

っ
た
。
こ
の
交
流
会
は
過
去
2
回
と
も

ど
う
い
う
わ
け
か
天
候
に
恵
ま
れ
ず
何

度
か
延
期
し
た
こ
と
が
あ
る
。
出
席
数

は
30
名（
東
京
多
摩
支
部
６
名
、埼
玉
支

部
７
名
、
山
梨
支
部
1７
名
）で
あ
っ
た
。

第
1
日
目

各
支
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、
山
梨
日
日
新
聞
社
取
材
班
・
前
島

文
彦
氏
に
よ
る
「
青
木
ケ
原
樹
海

蒼

き
千
年
の
森
」
と
題
し
て
映
像
を
交
え

て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

山
梨
日
日
新
聞
に
は
取
材
特
集
と
し

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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て
記
事
が
連
載
さ
れ
た
が
、
映
像
に
加

え
取
材
者
か
ら
の
生
の
説
明
は
臨
場
感

が
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
か
翌
日
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で

「
馬
返
～
５
合
目
コ
ー
ス
」を
予
定
希
望

し
て
い
た
方
の
多
く
の
方
々
が
「
樹
海

コ
ー
ス
」に
変
更
さ
れ
た
。講
演
会
後
の

懇
親
会
で
は
各
支
部
持
参
の
銘
酒
、
ワ

イ
ン
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽

し
い
歓
談
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

第
2
日
目

早
朝
に
は
富
士
山
が
間

近
に
は
っ
き
り
と
見
え
た
が
、
出
発
前

に
参
加
者
全
員
そ
ろ
っ
て
の
記
念
写
真

を
撮
る
こ
ろ
に
は
、
雲
に
隠
れ
た
り
出

た
り
の
状
況
で
あ
っ
た
。

「
馬
返
～
５
合
目
コ
ー
ス
」
吉
田
登
山

道
の
馬
返
か
ら
５
合
目
佐
藤
小
屋
、
富

士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
５
合
目
駐
車
場
ま
で

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
今
ま
で
は
利
用
す

る
人
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
い
た

が
、
昨
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
は
徐
々
に
利
用
者
も
増
え
て

き
て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
登
山
道
は
大

木
が
林
立
す
る
中
に
あ
っ
て
、
富
士
講

に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の
遺
構
、
全
・

半
壊
状
態
の
茶
屋
な
ど
を
観
な
が
ら
往

時
を
偲
び
つ
つ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ

っ
た
。
雨
が
一
時
ぱ
ら
つ
く
程
度
の
ま

ず
ま
ず
の
天
候
で
あ
っ
た
。

「
樹
海
コ
ー
ス
」
西
湖
野
鳥
の
森
公
園

か
ら
青
木
ヶ
原
樹
海
～
竜
宮
洞
穴
、
鳴

沢
氷
穴
の
散
策
コ
ー
ス
。
昨
日
の
講
演

で
説
明
が
あ
っ
た
貞
観
噴
火
（
西
暦
８

６
４
～
８
６
６
年
）
の
溶
岩
流
に
よ
っ

て
で
き
た
台
地
は
、
１
１
０
０
年
も
の

年
を
経
て
な
っ
た
鬱
蒼
と
し
た
樹
海
の

中
を
進
み
、
巨
大
な
竜
宮
洞
穴
の
中
に

身
を
置
き
見
上
げ
る
と
、
昨
日
の
講
演

で
の
映
像
と
同
じ
よ
う
な
景
色
が
見
え

た
。
鳴
沢
氷
穴
は
足
元
や
壁
が
凍
っ
て

い
る
所
や
氷
柱
が
あ
っ
た
。
人
が
入
れ

な
い
細
い
氷
穴
の
暗
闇
の
先
は
ど
こ
ま

で
続
い
て
い
る
の
か
、
想
像
、
空
想
の

世
界
が
広
が
る
。

1４
時
過
ぎ
全
員
が
宿
舎
に
戻
り
、
2

日
間
の
交
流
会
は
終
了
し
た
。来
年
、埼

玉
支
部
の
お
世
話
で
開
催
さ
れ
る
交
流

会
で
の
再
会
を
期
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

（
北
原
孝
浩
）

トレッキング出発前の記念撮影

図書受入報告（2014年7月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

藍野裕之・森山憲一 キャラバン創業60周年記念‥社史 64p／31cm キャラバン 2014 発行者寄贈

野口いづみ‥ 山登りトラブル：回避&対処マニュアル 144p／17cm 大泉書店 2014 出版社寄贈

佐藤要‥（編） 鳥海山を登る：夏から秋の登山道ガイド/山歩きの雑記帳 56p／26cm 佐藤要（私家版） 2014 編者寄贈

峯川正行‥他‥（編） 岩つばめ：三峰山岳会‥創立80周年記念号 123p／26cm 三峰山岳会 2014 発行者寄贈

日本山岳会宮城支部‥（編）宮城県の山地及び丘陵における放射線量測定結果報告書 11p／30cm 日本山岳会宮城支部 2014 発行者寄贈

高野秀行・角幡唯介‥地図のない場所で眠りたい 294p／19cm 講談社 2014 出版社寄贈

五十嶋一晃‥ 田部重治の登山と英文学：田部重治生誕130年 445p／21cm 五十嶋商事 2014 著者寄贈

長野県警察本部‥（編）山に祈る：遭難者の母親らの手記 60p／21cm 長野県山岳遭難防止対策協議会 1960 田那村昇氏‥寄贈
菊地俊朗‥ ウェストンが来る前から、山はそこにあった：地元目線の山岳史 278p／19cm 信濃毎日新聞社 2014 著者寄贈

日本森林インストラクター協会‥（編著）日本の森100：日本森林インストラクター協会選定 223p／21cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

日本山岳会（編） 新版　日本三百名山登山ガイド（上） 216p／21cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

日本山岳会（編） 新版　日本三百名山登山ガイド（中） 200p／26cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

日本山岳会（編） 新版　日本三百名山登山ガイド（下） 234p／21cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

武川俊二‥（編） ガイドの基礎的知識教本‥（改訂版） 164p／30cm 日本山岳ガイド協会 2014 発行者寄贈

出川あずさ‥（編著）雪の安全管理・雪崩対策技術教本 58p／30cm 日本山岳ガイド協会 2013 発行者寄贈

金田正樹‥（編著） 山のファーストエイド教本 72p／30cm 日本山岳ガイド協会 2012 発行者寄贈

加藤智二‥他‥（編） 山岳遭難救助技術マニュアル：認定ガイド編 48p／30cm 日本山岳ガイド協会 2010 発行者寄贈

新井美紀雄‥他‥（編著）ガイド・マニュアル：山岳ガイド編 153p／30cm 日本山岳ガイド協会 2010 発行者寄贈

日本山岳ガイド協会‥（編著）フリークライミング・インストラクター指導教本 124p／30cm 日本山岳ガイド協会 2012 発行者寄贈

Tenderini,‥Mirella Tutti‥Gli‥Uomini‥Del‥K2 197p／22cm Corbaccio 2014 中村保氏寄贈
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会

務

報

告

平
成
26
年
度
第
４
回（
７
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時
：
平
成
2６
年
７
月
９
日
㈬
1９
時
～

21
時
1５
分

場
所
：
日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
黒
川
・
古
野
各
副

会
長
、高
原
・
吉
川
・
佐
藤
各
常

務
理
事
、
勝
山
・
山
田
・
野
口
・

大
槻
・
落
合
・
川
瀬
・
直
江
各

理
事
、
吉
永
・
浜
崎
各
監
事

【
欠
席
者
】
節
田
副
会
長
・
山
賀
理
事

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成
26
年
度
支
部
へ
の
運
営
交
付

金
・
事
業
助
成
金
お
よ
び
新
入
会
員
報

奨
金
の
送
金
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
に
よ
り
審

議
し
た
。
ま
た
、
本
年
５
月
か
ら
の
新

入
会
員
の
会
費
月
割
り
制
度
導
入
に
伴

い
、
次
年
度
以
降
の
支
部
へ
の
運
営
交

付
金
・
事
業
助
成
金
の
基
準
を
3
月
末

会
員
数
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し

た
。〈
賛
成
13
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

２
・
平
成
26
年
度
上
期
海
外
登
山
助
成

金
審
査
に
つ
い
て

標
記
審
査
委
員
会
か
ら
別
添
議
案
の

と
お
り
５
隊
へ
の
海
外
登
山
助
成
申
請

（
計
６0
万
円
）
が
あ
り
審
議
し
た
。〈
賛

成
13
、
反
対
な
し
で
承
認
〉‥

３
・
日
本
山
岳
会
学
生
部
女
子
ム
ス
タ

ン
登
山
隊
２
０
１
４
に
つ
い
て

日
本
山
岳
会
学
生
部
が
企
画
し
て
い

る
女
子
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
２
０
１
４
か

ら
の
申
請
内
容（
募
金
を
含
め
）に
つ
い

て
審
議
し
た
が
、
１
１
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
で
の
審
査
が
未
済
の
た

め
、
同
委
員
会
に
お
い
て
日
本
山
岳
会

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
、
お
よ
び
助
成

金
額
・
募
金
な
ど
が
決
定
さ
れ
れ
ば
こ

れ
を
追
認
す
る
こ
と
と
し
た
。な
お
、同

隊
に
同
行
す
る
予
定
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
の
間
で
交
わ
す
覚
書
の
文
案
に
つ
い

て
は
、
法
的
に
問
題
の
起
こ
ら
な
い
よ

う
精
査
し
、
訂
正
し
た
上
で
承
認
す
る

こ
と
と
し
た
。〈
賛
成
13
、反
対
な
し
で

承
認
〉

４
・
監
査
法
人
と
の
財
務
に
関
し
て
の

指
導
・
助
言
業
務
契
約
の
継
続
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
の
と
お
り
、

前
年
度
に
引
き
続
き
太
陽
Ａ
Ｓ
Ｇ
監
査

法
人
に
対
し
年
間
１
２
０
万
円
で
業
務

を
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

〈
賛
成
13
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

５
・
日
本
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会
へ
の
法

人
会
員
と
し
て
の
加
入
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
に
よ
り
審

議
し
た
。〈
賛
成
13
、反
対
な
し
で
承
認
〉

６
・
Ｃ

−

８
経
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
別
添
議
案
に
よ
り
審
議

し
た
が
、
一
部
文
言
等
の
指
摘
が
あ
っ

た
の
で
、
財
務
委
員
会
の
意
見
を
聴
い

た
上
で
、
次
回
再
審
議
す
る
こ
と
と
し

た
。〈
保
留
〉

７
・
組
織
お
よ
び
理
事
担
当
職
務
の
変

更
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
に
よ
り
審

議
し
た
。〈
賛
成
13
、反
対
な
し
で
承
認
〉

８
．
茨
城
支
部
長
の
交
代
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
答
申
が
あ
り
審
議
さ
れ

た
。現
：
星
埜
由
尚（
１
３
９
８
５
）新
：

浅
野
勝
己
（
１
２
８
７
５
）〈
賛
成
13
、

反
対
な
し
で
承
認
〉

９
．
海
外
登
山
助
成
金
審
査
委
員
会
委

員
の
１
名
追
加
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
に
よ
り
審

議
し
た
。〈
賛
成
13
、反
対
な
し
で
承
認
〉

10
・
７
月
度
入
会
希
望
者
に
つ
い
て

標
記
に
つ
き
、
別
添
議
案
に
よ
り
1８

名
の
入
会
に
つ
い
て
審
議
し
た
。〈
賛

成
13
、
反
対
な
し
で
承
認
〉‥

【
協
議
事
項
】

１
・
リ
ニ
ア
新
幹
線
導
入
に
関
す
る
意

思
表
示
に
つ
い
て（
静
岡
支
部
）‥

南
ア
ル
プ
ス
と
リ
ニ
ア
を
考
え
る
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静
岡（
準
備
会
）か
ら

静
岡
県
知
事
あ
て
提
出
さ
れ
た
「
南
ア

ル
プ
ス
を
守
る
た
め
に
リ
ニ
ア
新
幹
線

の
凍
結
を
求
め
る
要
望
書
」に
つ
い
て
、

日
本
山
岳
会
の
採
る
べ
き
立
場
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。今
後
、静

岡
支
部
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
本
年
６
月
以
降
の
寄
付
金
・
助
成

金
受
入
れ
2
件
、
事
前
申
請
2
件
に
つ

い
て
別
紙
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
吉
川
）

２
・
平
成
2６
年
度
通
常
総
会
の
議
事
録

お
よ
び
会
員
か
ら
の
主
な
意
見
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

３
・
平
成
2６
年
６
月
2９
日
、
内
閣
府
へ

提
出
し
た
平
成
2５
年
度
事
業
報
告
（
決

算
含
む
）
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
吉
川
）
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だ
よ
り
」の
第
１
０
０
号
発
行
を
記
念

し
て
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
、
読
者
へ
の
記
念
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
実
施
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
佐
藤
）

11
・「
公
益
認
定
等
委
員
会
だ
よ
り
」

（
８
月
1
日
発
行
）に
日
本
山
岳
会
の
紹

介
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

12
・
入
会
申
し
込
み
に
つ
い
て
、
入
会

申
込
み
書
は
毎
月
末
締
め
、
翌
月
の
理

事
会
に
諮
る
等
の
事
務
処
理
上
の
注
意

事
項
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

13
・
ル
ー
ム
清
掃
業
者
の
入
替
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

14
・
事
務
局
横
内
職
員
か
ら
の
休
暇
願

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

【
連
絡
事
項
】

１
・「
弾
丸
登
山
自
粛
」
お
よ
び
「
富
士

山
保
全
協
力
金
」
に
係
わ
る
周
知
に
つ

い
て（
山
梨
県
、
静
岡
県
）

２
・
第
2
回「
森
林
環
境
」市
民
講
座
の

案
内
に
つ
い
て
（
公
益
財
団
法
人
森
林

文
化
協
会
）‥

【
今
後
の
予
定
】

１
・
山
岳
４
団
体
懇
談
会　

７
月
1６
日

㈬
1９
時
～

２
・
第
８
回
日
中
韓
三
国
合
同
交
流
登

山（
於　

韓
国
）８
月
６
日
㈬
～
12
日
㈫

４
・
平
成
2６
年
７
月
５
日
開
催
さ
れ
た

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概

要
お
よ
び
新
入
会
員
の
参
加
者
が
前
年

比
５0
％
増（
４3
名
）と
盛
会
で
あ
っ
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

５
・
平
成
2６
年
７
月
５
日
に
同
好
会
連

絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
2５
同
好
会
が
出

席
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
な
っ
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

６
・
支
部
活
性
化
施
策
と
し
て
、
本
年

９
月
に
支
部
登
山
指
導
者
講
習
会
（
第

1
回
、第
2
回
）を
開
催
す
る
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
森
）

７
・
東
海
支
部
が
協
力
し
て
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
夏
山
フ
ェ
ス

タ
」に
つ
い
て
、参
加
者
数
が
前
年
比
２

０
０
０
人
増
の
６
６
５
０
人
と
な
り
、

活
況
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
森
）

８
・
東
京
新
聞
出
版
部
か
ら
、
当
会
蔵

書『
岩
登
り
術
﹄お
よ
び
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿

写
真
の
再
転
載
願
い
が
あ
り
許
可
し
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

９
・（
公
社
）日
本
山
岳
協
会
か
ら
、
平

成
2６
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１

４
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
総

会
」・
創
立
20
周
年
記
念
式
典
へ
の
名

義
後
援
の
許
可
申
請
が
あ
り
、
許
可
し

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た（
高
原
）

10
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
日
本
山
岳
会

３
・
支
部
合
同
会
議　

９
月
20
日
㈯
～

21
日
㈰

４
・
評
議
員
懇
談
会（
案
）　

10
月
1７
日

㈮
1６
時
～

５
・
平
成
2６
年
度
全
国
支
部
懇
談
会

（
埼
玉
支
部
）
10
月
1８
日
㈯
～
1９
日
㈰

（
８
月
度
の
常
務
理
事
会
は
開
催
す
る

が
、
理
事
会
は
慣
例
に
よ
り
休
み
と
す

る
。）

7月7月

1
日　

総
務
委
員
会　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

2
日　

常
務
理
事
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

3
日　
「
家
族
登
山
」
普
及
委
員
会

4
日　

緑
爽
会　

海
外
登
山
基
金

5
日　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

7
日　

同
期
会
同
好
会
会
議

8
日　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

九
五
会

9
日　

理
事
会　

総
務
委
員
会　

休
山

会　

山
想
倶
楽
部

10
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
の

自
然
学
研
究
会　

山
岳
地
理

ク
ラ
ブ

11
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ　

会
員
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ

14
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会

15
日　

00
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

16
日　

三
水
会　

青
年
部　

つ
く
も
会

17
日　

科
学
委
員
会　
「
山
の
日
」事
業

委
員
会　

み
ち
の
り
山
の
会

18
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

支
部

事
業
委
員
会

19
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

22
日　

緑
爽
会　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

委
員
会　

公
益
法
人
運
営
委

員
会　

海
外
委
員
会

23
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

遭
難
対
策
委
員
会

24
日　

学
生
部　

山
遊
会

25
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

28
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
Ｐ

Ｔ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

29
日　

休
山
会

31
日　

二
火
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ　

海
外
委
員
会

‥

7
月
来
室
者　

５
５
８
名

会
員
異
動（
7
月
分
）

物
故

菅　

隆
雄（
４
４
３
９
）　

14
・
7
・
15

荒
井
辰
弥（
６
０
９
６
）　

14
・
7
・
21

小
栗　

宏（
６
２
１
３
）　

14
・
7
・
1

村
井　

葵（
６
２
８
５
）　

14
・
7
・
5

退
会

宮
原　

巍　
（
５
１
２
５
）
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刈
屋
敏
彦　
（
７
５
９
４
）　

岩
手

菊
田
貞
明　
（
９
５
９
９
）　

東
海

渡
辺
恵
美
子（
１
４
５
５
２
）

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

◆
編
集
長
・
辰
野
勇
氏
が
語
る
―
新
生

『
岳
人
』が
目
指
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
委
員
会

山
の
世
界
は
、『
山
と
溪
谷
﹄『
岳
人
﹄

の
2
冊
の
雑
誌
が
並
走
し
て
き
た
と
い

え
ま
す
。
そ
の『
岳
人
﹄が
大
き
な
転
換

を
迎
え
た
今
、編
集
長
と
し
て
新
生『
岳

人
﹄を
率
い
る
辰
野
勇
氏
に
、
雑
誌『
岳

人
﹄
へ
の
想
い
と
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ

を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
モ
ン
ベ
ル
」
の
創
業
者
と
し
て
多
忙

な
日
々
を
送
る
氏
の
素
顔
に
も
ぜ
ひ
触

れ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
1９
日
㈮
1９
：
00
～

会
場　

日
本
山
岳
会
１
０
４
室

問
合
せ　

三
好
ま
き
子

０
９
０　
８
０
１
９　
８
６
０
１

344m
m
@
m
be.nifty.com

◆
第
９
回
白
山
神
駆
道
逆
駆
登
山
（
荒

行
・
難
行
）サ
ポ
ー
ト
要
綱

当
会
で
は
９
年
前
よ
り
毎
年
９
月
半

ば
に
、
白
山
神
駆
道
を
歩
き
通
す
登
山

者
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
37
㎞
を
1
日
で
歩
く
の
を「
荒
行
」、

2
日
か
け
る
の
が「
難
行
」で
す
。
白
山

禅
定
道
歩
き
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

日
程
＝
９
月
13
、
1４
日

サ
ポ
ー
ト
組
織
＝
白
山
神
駆
登
山
文
化

振
興
会

サ
ポ
ー
ト
対
象
＝
９
月
13
、
1４
日
の
逆

駆
難
行
登
山
、
1４
日
の
逆
駆
荒

行
登
山
実
施
予
定
者
で
、
当
会

に
計
画
書
を
提
出
し
た
個
人
、

パ
ー
テ
ィ
の
み
を
サ
ポ
ー
ト

計
画
書
＝
当
会
所
定
の
計
画
書
を
８
月

30
日
㈯
ま
で
に
郵
送
で
。
メ
ー

ル
で
の
事
前
仮
届
け
が
望
ま

し
い

宛
先
＝
〒
９
２
０　
１
１
６
２
石
川
県

金
沢
市
鈴
見
町
郡
家
山
５0　
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森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー・
川
合

寿
之
氏

③「
猿
投
の
森
の
動
物
た
ち
」自

然
観
察
指
導
員
・
南
川
陸
夫

氏
2
日
目
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
（
９
日

８
時
30
分
～
）

①
東
京
大
学
赤
津
演
習
林
見
学

②
猿
投
の
森「
や
ま
じ
県
有
林
」

観
察

宿
泊　
「
柿
野
温
泉
」
湯
元
館
八
勝
園

費
用　

約
1
万
８
０
０
０
円
（
1
泊
3

食
、
講
師
料
等　

旅
費
は
各
自

負
担
）

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
10
日
㈮
ま
で
に
東
海
支
部

の
南
川
陸
夫
（
〒
４
７
８
０

０
２
４
愛
知
県
知
多
市
南
粕

谷
1
丁
目
20
―

25　

ハ
ガ
キ
ま

た
は

・

０
５
６
９　
４
２　

５
３
８
２

r-m
inam

i@
ktf.‥

biglobe.ne.jp

へ
。

＊
申
込
み
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
２
０
１
４
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

（
広
島
支
部
と
共
催
で
開
催
）

テ
ー
マ　

山
と
人
と
の
関
わ
り（
仮
題
）

場
所　

広
島
市

宿
泊　

広
島
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
（
前
夜

泊
も
可
）

日
程　

11
月
22
日（
土
）〈
22
日
晩
泊
付
〉

●
集
会（
広
島
工
業
大
学
広
島
校
）　

・
支
部
報
告

・
基
調
講
演
「
里
山
資
本
主
義
で
地

域
を
元
気
に（
仮
題
）」

・
討
議
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
懇
親
会（
広
島
文
化
交
流
会
館
）

〈
日
山
協
・
Ｈ
Ａ
Ｔ　
Ｊ
・
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
加

盟
各
団
体
と
合
同
〉

費
用　

22
日（
1
泊
）1
万
２
０
０
０
円

申
込　

10
月
1５
日
ま
で
に
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
、
宿
泊
の
要
否
、
23

日
～
の
関
連
行
事
へ
の
参
加

の
希
望
と
23
日
晩
泊
の
要
否

を
明
記
し
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

m
ail

で
川
口
章
子
宛‥

〒
２
７

４　
０
０
６
３
船
橋
市
習
志
野

台
４　
４
３　
１　
１
０
２

０
４
７　
４
６
３　
８
７
２
１

syuaki@
pony.ocn.ne.jp

＊
23
日
～
は
広
島
で
関
連
行
事
と
し
て

日
本
山
岳
協
会
主
催
、
日
本
山
岳
会
後

援
の
山
岳
平
和
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す

・
23
日
Ａ
Ｍ　

平
和
祈
願
祭

・
23
日
Ｐ
Ｍ　

記
念
行
事　

Ｊ
Ａ
Ｃ

自
然
保
護
委
員
会
発
表
あ
り

・
23
日
晩　

晩
餐
会　

費
用
別

・
2４
日

弥
山
登
山
と
厳
島
神
社

＊
申
込
受
付
後
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

西
嶋
錬
太
郎

問
合
せ
＝

・

０
７
６　
２
６
３　
８

６
４
０　

ren24j@
hotm

ail.co.jp

事
務
費
・
連
絡
費
＝
1
人
３
０
０
０
円

（
郵
便
貯
金
振
込
み　

口
座
番

号
１
３
１
６
０
２
４
０
４
３

３
１
ニ
シ
ジ
マ
レ
ン
タ
ロ
ウ
）

受
付
・
出
発
な
ど
＝［
難
行
登
山
］９
月

13
日

受
付
な
し
、
石
徹
白
美

濃
禅
定
道
宿
泊
地
室
堂
で
受

付
け
。［
荒
行
登
山
］
９
月
13
日

23
時　

石
徹
白
大
杉
駐
車
場

で
受
付
け
諸
注
意
、
1４
日
午
前

0
時
以
降
出
発

到
着
受
付
日
時
・
場
所
＝
９
月
1４
日
13

～
2４
時

難
行
、
荒
行
と
も
に
石
川
県
白
山
市

一
里
野
温
泉
の
山
小
屋

◆
白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業
＆
自
然

観
察
会

青
森
支
部

世
界
遺
産
白
神
山
地
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ

ー
ン
周
辺
の
生
育
不
良
杉
林
地
を
ブ
ナ

林
に
再
生
す
る
た
め
の
除
伐
や
植
樹
等

の
作
業
、
お
よ
び
世
界
遺
産
地
域
コ
ア

ゾ
ー
ン
の
原
生
ブ
ナ
林
観
察
会
を
行
な

う
。
寝
袋
、
食
料
必
携
。
テ
ン
ト
は
こ

ち
ら
で
用
意
可
。

日
程　

10
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

集
合　

４
日
８
時　

Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
城
東

口
お
よ
び
10
時
半
奥
赤
石
林

道
ゲ
ー
ト‥

解
散　

５
日
15
時　

奥
赤
石
林
道
ゲ
ー

ト　

17
時
弘
前
駅
送
迎
可

経
費　

な
し
（
食
料
、
保
険
は
各
自
持

ち
で
）

定
員　

30
名

申
込　

９
月
25
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、性
別
、年
齢
、
集
合

場
所
を
葉
書
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１

７
２‥

４
４‥

７
２
３
７
）
か
メ

ー
ル
で
須
々
田
秀
美
宛
（
〒
０

３
６‥

０
１
０
３
平
川
市
本
町

北
柳
田
96　
2
：

h.susuta@
gm
ail.com

）へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
第
18
回
森
の
勉
強
会

関
西
、
京
都

滋
賀
、
東
海
３
支
部
自
然
保
護
委
員
会

共
催

日
程　

11
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰

場
所　

岐
阜
県
土
岐
市
鶴
里
町
柿
野

「
柿
野
温
泉
」
八
勝
園
湯
元
館

1
日
目
＝
座
学
（
11
月
８
日
13

時
～
）

①
「
森
と
水
の
関
係
を
解
き
明

か
す
」
東
京
大
学
准
教
授
、

生
態
水
文
学
研
究
所
長
・
蔵

治
光
一
郎
博
士

②「
猿
投
の
森
の
土
壌
と
植
生
」
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❖
編
集
後
記
❖

◦
２
０
１
６
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
山

の
日
」は
、
８
月
11
日
。
今
年
は
、
地
域

に
よ
っ
て
は
台
風
一
過
と
な
り
そ
う

（
本
紙
は
校
了
の
ま
っ
た
だ
な
か
）。
し

か
し
そ
れ
ま
で
多
く
の
雨
と
強
い
風
を

も
た
ら
し
、
災
害
も
あ
っ
た
。
登
山
の

計
画
変
更
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
も
少
な
く
な
か
ろ
う
。
自
然
に
は
と

て
も
逆
ら
え
な
い
し
、
ま
た
逆
ら
う
べ

き
相
手
で
も
な
い
。
そ
ん
な
日
は
思
い

切
っ
て
別
の
楽
し
み
を
見
つ
け
た
い
。

◦
出
発
間
際
に
急
き
ょ
巻
頭
記
事
を
書

い
て
く
れ
た
の
は
、
学
生
部
女
子
ム
ス

タ
ン
登
山
隊
の
井
上
由
樹
子
隊
長
。
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
開
設
し
、
準
備
の
模

様
が
写
真
付
き
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
」で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。
日
付
は
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
壮

行
会
や
寄
付
金
募
集
の
お
知
ら
せ
も
あ

り
ま
す
。‥

（
柏
澄
子
）

日本山岳会所蔵資料紹介 No.13
［資産番号］
［資 料 名］
［部 門 名］
［寄 贈 者］
［受 入 日］

00051
冠松次郎
写真
中村伊登子・児玉信子・富樫ヨーコ
2000年

日本山岳会史の中で第2期に活躍した故冠松次郎名誉会員（会員番号
237番）が、1919（大正8）年以降山行をするたびに撮りためてきたスチー
ル写真の原板が、四男故冠郁夫氏の自宅から発見されてから17年が経っ
た。主に大判のガラス乾板からなり、専用の3つの木箱に収納されてい
る約750点にも及ぶ写真原板はご遺族から当会に1998年に寄贈された。
その後、当会から保存環境に優れた東京都写真美術館へ寄託されること
となり現在に至っている。
この原板により、冠氏の名を一躍高めた大正末期の黒部渓谷下廊下や、
昭和初期までに登った北及び南アルプス等において撮影された当時の山
岳景観は、今もなお鮮明に再現することができる。原板の大半は冠氏の
30冊にも及ぶ著書の図版に使用されたもので、被写体が放つ魅力がそう
させているのか、亡くなってから40年以上経過しているにもかかわら
ず、今なお資料借用や写真掲載などの依頼が絶えない。
生誕130年を迎えた昨年度末、原板寄託先の東京都写真美術館と逝去
地である北区飛鳥山博物館では、冠氏の写真資料を核とした企画展が催
されたが、同資料の利用・活用は今後も継続されるであろう。保管の任
にあたっている東京都写真美術館に感謝しつつ、日本山岳史を説明する
うえで欠くことのできない同資料を、当会の貴重な財産として将来に向
けて大切に守っていきたい。

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映
像委員会へアクセスすると、「会報ページそのもの」を「拡大およびカラー」で見る
ことができます。活用ください。また、公開資料に関する情報・ご意見・ご教示など、
次までお寄せください。 jacshiryo102@jac.or.jp（資料映像委員会）

大正8年8月聖岳行の際に遠山
川で撮った初めての写真

大正14年8月黒部峡谷下廊下
完溯の際に撮った写真

冠松次郎略歴
1883（明治16）年2月
1909（明治42）年12月‥
1917（大正6）年7月
1925（大正14）年8月
1930（昭和5）年8月
1970（昭和45）年7月

東京市本郷区本郷にて出生
日本山岳会に入会（紹介者：辻村伊助・川島録郎）
劔岳より北西にのびる現在の早月尾根を初登攀
黒部渓谷下廊下完全溯行
鹿島槍ヶ岳東尾根を初登攀
東京都北区にて逝去（享年87）

冠松次郎‥
（茨木猪之吉のスケッチより）




